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スズキは国内で約 万台、インド
など海外で約 万台生産している

ジ
ヤ
ト
コ
の
掛
川
工
場
で
は
ム
ダ
を

省
く
こ
と
で
生
産
台
数
を
増
や
す

内陸フロンティア魅力ある地域に 　
静
岡
県
の
２
０
１
２
年
度
当
初
予
算
は
雇
用
対
策
、
地
震
・
津
波
対
策
、
少
子
化
対

策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み
、
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
の
五
つ
の
分
野
の
施
策
を
重
点
的
に
進
め
る
。
地
震
・
津
波
対
策
に
前
年
度

比
２
・
３
倍
の
２
３
６
億
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
新
東
名
高
速
道
が
開
通
す
る
の
を
機

に
、
工
場
団
地
造
成
な
ど
内
陸
部
を
開
発
す
る
事
業
を
進
め
る
。新東名活用し物流強化 工

場
団
地
整
備
や
規
制
緩
和健康医療の城下町形成特区申請し中小参入促進

グローバル化進む県内企業

大手企業

中堅・中小
　輸送機器部品を手がける中堅・中
小メーカーは海外展開を加速してい
る。杉本金属工業（静岡市駿河区）
は、３月にタイでプレス部品の生産
を始めた。タイの家電メーカーであ
るＳＮＣフォーマー（サムットプラ
カーン県）と合弁で、まずエアコン
など家電向けを生産する。その後、
日系メーカー向けを中心に自動車部
品の生産を始める方針。投資額は２
億円。初年度売上高６億円を見込ん
でいる。
　日本プラストは 年夏をめどに中
国・中山市にエアバッグの新工場を
建設する。同社にとって中国で３番
目の工場。投資額は約 億円で年産
能力は 万台分を計画する。新工
場稼働により、 年の中国での生産
量は現在比約２倍の年間 万台分
となる。新工場には同社の中国拠点
で初の開発機能も置く。
　金型部品が主力のサンエイ（静岡
県掛川市）はこのほどタイ工場（チ
ャチェンサオ県）からインドネシア
への金型部品の輸出を始めた。タイ

工場の生産量を金額ベースで ％増
の年間２億 万円分に引き上げ、
輸出分を増産する。日本の工場を介
さずにタイから直接輸出することで
「円高の影響を抑える」（伊藤友和
社長）考えだ。
　変速機メーカーのジヤトコもメキ
シコ、中国に次いで 年秋にはタイ
工場の稼働を目指すなど海外展開を
加速する。一方、掛川工場（掛川
市）ではスズキの軽自動車や小型車

向けの無段変速機（ＣＶＴ）の月間
生産台数を、 年秋までに ％増の
３万 台にする計画だ。単純な設
備の増強で対応せずに、「ムダを省
いて１時間当たりの生産台数を増や
す」（本田聖二副社長）ことで増
産。これによりコストを低減し、円
高や完成車メーカーの海外生産移転
により環境が厳しい国内生産をも守
る考えだ。

　２輪車と船外機を中心に連結売上
高の約９割を海外が占めるヤマハ発
動機は、さらなるグローバル化に向
けた体制構築を急いでいる。人材育
成では、入社後４年目までにすべて

の社員に海外出張や海外駐在などの
海外経験を積ませるプログラムを１
月から開始。調達ではインドのニュ
ーデリー市で「インド調達センタ
ー」を１月に稼働し、タイ、中国、
インド、日本の世界４極体制での部
品の調達体制を整えた。
　また開発機能についても４月にタ
イで開発拠点「アセアン統合開発セ

ンター」を稼働。将来は同様の開発
拠点を台湾や中国にも展開し、現地
ニーズに合った製品開発を行う計画
だ。
　スズキは世界で年間約 万台の
自動車を生産・販売している。この
うち国内生産は約 万台で、約
万台をインドなど海外の現地で生産
販売している。鈴木修会長兼社長は
「将来（年間生産台数が） 万台
を超える時には 万台以上は海外
で、国内は 万台以下になる」と
想定。自ら海外工場を飛び回るとと
もに、海外への社員の派遣も増やし
ている。
　ヤマハは音楽の演奏を楽しむ人を
増やして楽器の需要を増やすことを
目的に、世界 カ国以上の国と地域
で「ヤマハ音楽教室」を展開してい
る。 年にメキシコに初の海外拠
点を設置して以来、拡大してきた。
近年では楽器演奏者の裾野を広げる
ために、家族でバンドを組むなどし
て演奏を楽しむ「ファミリーアンサ
ンブル」の普及にも力を入れてい
る。４月には家族で演奏する歌のコ
ンテストをインターネット上で開催
するなど、参加者が楽しめる工夫を
して、業界を活性化している。

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ４月２３日 月曜日 　　

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
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プ
ロ
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ェ
ク
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商
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
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整
形
外
科
用
洗
浄
器

　
目
玉
と
な
る
の
が
内
陸
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
だ
。
４
月

日
の

新
東
名
開
通
を
機
に
、
新
東

名
の
全
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

Ｓ
Ａ

と
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア

Ｐ
Ａ

に
臨
時
の
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
整
備
す
る
防
災

・
減
災
事
業
に
重
点
を
置

き
、
新
東
名
の
優
位
性
を
活

用
し
て
中
山
間
地
域
、
内
陸

部
を
新
た
に
開
発
し
、
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
。
４
月

日
に
市
町
村
と

の
事
務
レ
ベ
ル
で
す
り
合
わ

せ
を
行
う
推
進
組
織
を
立
ち

上
げ
た
。
た
た
き
台
を
つ
く

り
、
経
済
界
を
加
え
た
協
議

会
を
経
て
、
夏
ま
で
に
計
画

を
ま
と
め
上
げ
、
９
月
末
ま

で
に
国
の
総
合
特
区
制
度
に

申
請
す
る
。

　
沿
岸
部
か
ら
の
工
場
移
転

な
ど
の
受
け
皿
と
な
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
高

台
移
転
な
ど
の
土
地
利
用
の

規
制
緩
和
、
さ
ら
に
沿
岸
部

か
ら
の
移
転
企
業
に
対
し
、

現
行
制
度
で
の
対
応
に
加

え
、
も
う
少
し
移
転
し
や
す

い
助
成
も
今
年
度
検
討
し
て

い
く
方
針
。
東
日
本
大
震
災

や
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震

を
踏
ま
え
、
新
東
名
を
活
用

し
て
物
流
機
能
を
内
陸
に
も

持
た
せ
る
な
ど
防
災
、
減
災

に
重
点
を
置
い
た
地
域
づ
く

り
を
進
め
、
６
次
産
業
化
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
特

に
注
目
度
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

富
士
山
麓
先

端
健
康
産
業
集
積

に
１
億

６
３
０
０
万
円
を
計
上
。
同

推
進
事
業
費
１
億
２
７
０
０

万
円
、
先
進
医
薬
普
及
促
進

事
業
費
３
３
０
０
万
円
の
ほ

か
、
昨
年
指
定
さ
れ
た
地
域

活
性
化
総
合
特
区
「
ふ
じ
の

く
に
先
端
医
療
総
合
特
区
」

目
標
推
進
の
た
め
、
新
規
に

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
機
能
強
化

調
査
事
業
費
３
０
０
万
円
を

盛
り
込
ん
だ
。

　
静
岡
県
は
医
薬
品
と
医
療

機
器
製
造
生
産
額
で
は
全
国

の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
、

特
に
東
部
地
区
は
医
薬
品
・

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
が
集
積

し
て
い
る
。
静
岡
が
ん
セ
ン

タ
ー
が
持
つ
四
つ
の
基
盤
技

術
を
統
合
的
に
活
用
し
、

「
が
ん
医
療
の
発
展
」
「
地

域
企
業
の
活
性
化
」
の
二
つ

に
取
り
組
み
、
健
康
医
療
産

業
の
城
下
町
を
形
成
し
よ
う

と
い
う
も
の
。

　
第
１
次
戦
略
計
画
で
基
盤

整
備
、
第
２
次
戦
略
計
画
で

世
界
的
な
企
業
と
共
同
研
究

や
製
品
開
発
、
第
３
次
戦
略

計
画
で
は
開
発
し
た
製
品
を

世
界
に
売
り
込
ん
で
い
く
。

第
３
次
戦
略
計
画

平
成

―

年
度

で
、
最
終
年
度

に
県
の
医
薬
品
・
医
療
機
器

の
合
計
生
産
額
１
兆
円
を
目

指
し
て
い
る
。

　
特
区
申
請
は
規
制
の
厳
し

い
「
医
薬
品
・
医
療
機
器
へ

の
中
小
企
業
へ
の
参
入
を
促

進
し
、
大
き
く
育
て
る
」

吉
林
章
仁
経
済
産
業
部

長

。
国
か
ら
認
可
さ
れ
た

支
援
策
は
医
療
関
連
の
新
製

品
・
技
術
開
発
等
を
行
う
企

業
な
ど
の
融
資
金
利
が
、
５

年
間
最
大
０
・
７
％
優
遇
さ

れ
る
利
子
補
給
。
地
域
企

業
、
医
療
機
関
等
が
連
携
し

て
実
施
す
る
研
究
費
の
支
援

支
援
枠
１
億
円

。


